
                         

直
売
所
の
集
客
力
ア
ッ
プ
作
戦 

 

■
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
消
費
者
と

の
交
流
促
進
を
図
る 

 

最
近
、
農
産
物
の
売
り
方
も
多
様

化
し
、
印
旛
地
域
で
も
２
７
店
の
直

売
所
が
で
き
消
費
者
に
ひ
た
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
数
が
増

加
す
る
に
つ
れ
、
特
色
の
あ
る
直
売

所
で
な
い
と
お
客
様
が
入
ら
な
い
状

況
に
も
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
開
催
し
、

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、

運
営
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
い
ん
ば
四
街
道

市
産
直
組
合（
通
称
マ
イ
フ
ァ
ー
ム
）

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。 

■
消
費
者
の
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る 

 

ま
ず
、
マ
イ
フ
ァ
ー
ム
で
春
に
行

わ
れ
て
い
る
の
が
家
庭
菜
園
向
け
野

菜
の
栽
培
講
習
会
で
す
。こ
の
時
期
。

野
菜
苗
の
販
売
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
野
菜
の
栽
培
方
法
が
わ
か
ら
な

い
と
の
声
に
答
え
、
農
家
自
ら
が
講

師
に
な
っ
て
行
う
も
の
で
す
。 

 

次
に
夏
と
冬
に
消
費
者
感
謝
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
、
夏
に
は

定
番
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ス
イ
カ
の

試
食
会
、
冬
に
は
餅
つ
き
大
会
と
農

家
自
慢
の
品
物
が
配
ら
れ
ま
す
。 

 

そ
の
中
で
も
好
評
な
の
が
、
冬
の

イ
ベ
ン
ト
時
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
タ
ン

ド
の
製
作
・
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
体
験

で
す
。
身
近
に
あ
る
も
の
を
使
い
手

軽
に
か
わ
い
い
も
の
が
出
来
ま
す
。 

        

メ
イ
ン
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
は
、
収

穫
体
験
と
地
域
農
業
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め

の
四
街
道
市
農
業
体
験
講
座
で
す
。

毎
年
１
０
月
下
旬
に
３
種
類
の
内
容

の
も
の
を
組
み
あ
わ
て
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
、
芋
ほ
り
・
ハ
ロ
ー
ウ

ィ
ン
カ
ボ
チ
ャ
の
く
り
抜
き
体
験
・

花
苗
の
寄
植
、
今
年
は
芋
ほ
り
・
花

苗
の
寄
植
と
手
打
ち
う
ど
ん
づ
く
り

行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
地
元
幼
稚
園
児
の
農
業
体

験
を
支
援
す
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま

す
。 

        

■
組
合
員
の
負
担
は
多
い
け
れ
ど 

 

こ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
は
事
前
準
備
を

含
め
る
と
、
収
益
的
に
は
良
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
消
費
者
か
ら

の
“
楽
し
い
・
翌
年
も
ぜ
ひ
続
け
て

ほ
し
い
”
と
の
声
を
励
み
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

 

今
後
と
も
野
菜
の
新
鮮
さ
・
美
味

し
さ
だ
け
を
売
る
の
で
は
な
く
、
農

業
の
楽
し
さ
・
大
切
さ
を
消
費
者
に

伝
え
て
い
く
よ
う
な
活
動
を
期
待
し

て
い
ま
す
。 

キャンドルスタンドづくり 

花苗寄植体験 

200７年１１月１日 
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稲
ワ
ラ
を
収
集
し
肉
牛
の
飼
料
に
！ 

 
最
近
、
世
界
的
に
穀
物
の
相
場
が

高
騰
し
、
畜
産
農
家
に
飼
料
価
格
の

値
上
が
り
を
招
き
、
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。 

畜
産
農
家
、
特
に
肉
牛
農
家
で
は

国
産
稲
ワ
ラ
の
粗
飼
料
と
し
て
の
需

要
が
高
く
、
安
定
的
に
適
正
な
価
格

で
の
確
保
に
懸
命
で
す
。 

■
耕
種
農
家
が
稲
ワ
ラ
収
集 

 

印
旛
村
の
「
ア
グ
リ
稲
庭
（
代
表

吉
野
正
明
氏
）」
は
、
水
稲
や
野
菜
を

生
産
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
秋
か

ら
稲
ワ
ラ
の
収
集
・
販
売
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

稲
ワ
ラ
は
、
ロ
ー
ル
ベ
ー
ラ
ー
で

直
径
１
ｍ
の
ロ
ー
ル
に
梱
包
し
「
北

総
肉
牛
生
産
組
合
」
の
肉
牛
農
家
に

供
給
し
、
飼
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。 

畜
産
農
家
が
稲
ワ
ラ
を
収
集
・
利

用
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
し
た
が
、

「
ア
グ
リ
稲
庭
」
の
よ
う
な
水
稲
生

産
者
が
稲
ワ
ラ
を
収
集
し
、
畜
産
農

家
に
供
給
す
る
仕
組
み
は
管
内
で
は

初
め
て
で
す
。
稲
刈
り
と
稲
ワ
ラ
収

集
作
業
が
競
合
す
る
こ
と
、
ま
た
天

候
に
作
業
が
左
右
さ
れ
る
な
ど
苦
労

は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
１
０
ｈ

ａ
を
目
標
に
収
集
し
て
い
ま
す
。          

■ 

堆
肥
撒
布 

稲
ワ
ラ
収
集
の
他
堆
肥
の
の
散
布

作
業
も
行
う
こ
と
と
し
、
稲
ワ
ラ
を

収
集
し
た
田
な
ど
に
畜
産
農
家
の
堆

肥
を
散
布
し
た
り
、
堆
肥
散
布
の
作

業
請
負
も
開
始
し
ま
す
。 

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
取
り
組

み
で
す
が
、
耕
畜
連
携
に
よ
る
未
利

用
資
源
（
稲
ワ
ラ
・
堆
肥
）
の
利
用

促
進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

待
望
の
サ
ト
イ
モ
新
品
種 

「
ち
ば
丸
」
来
年
度
よ
り
登
場 

千
葉
県
は
栽
培
面
積
、
生
産
量
と

も
日
本
一
の
サ
ト
イ
モ
産
地
で
す
。

そ
の
な
か
で
も
印
旛
地
域
は
、
特
に

サ
ト
イ
モ
の
生
産
が
盛
ん
な
地
域
と

し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

印
旛
地
域
で
最
も
多
く
栽
培
さ
れ

て
い
る
品
種
は
、「
土
垂
・
ど
だ
れ
」

で
す
が
、食
味
が
優
れ
て
い
る
反
面
、

形
状
が
細
長
い
た
め
収
穫
調
整
に
手

間
が
か
か
り
、
皮
む
き
が
し
に
く
い

と
い
う
欠
点
が
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し

た
。 

■
「
ち
ば
丸
」
の
品
種
特
性 

千
葉
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

が
育
成
し
た
「
ち
ば
丸
」
は
、
丸
く

て
大
き
い
品
種
特
性
と
、
調
理
し
や

す
く
て
美
味
し
い
新
品
種
と
し
て
、

大
き
な
期
待
が
持
た
れ
て
い
ま
す
。 

「
ち
ば
丸
」
は
平
成
二
〇
年
度
よ

り
種
子
供
給
さ
れ
、
本
格
生
産
が
開

始
さ
れ
ま
す
が
、
印
旛
地
域
に
お
け

る
適
応
性
を
検
証
す
る
た
め
、
印
旛

管
内
の
畑
で
試
験
栽
培
を
継
続
的
に

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
従
来
品
種
に
比

較
し
て
格
段
に
上
位
等
級
率
（
収
量

に
占
め
る
商
品
率
）
が
高
く
、
作
業

性
も
良
好
で
し
た
。 

食
味
に
お
い
て
は
、
サ
ト
イ
モ
特

有
の
粘
液
の
含
量
が
少
な
く
、
淡
泊

な
味
わ
い
が
特
徴
で
、
不
特
定
の
消

費
者
を
対
象
と
し
た
食
味
調
査
結
果

で
は
、
七
割
以
上
の
お
客
様
か
ら
、

「
美
味
し
い
」
と
の
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

       

■
今
後
は 

「
ち
ば
丸
」
を
印
旛
地
域
を
代
表

す
る
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
育
成
す
る

た
め
、
生
産
技
術
か
ら
販
売
戦
略
ま

で
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 



 

こ
こ
数
年
続
い
て
い
る
原
油
価
格

の
高
騰
は
こ
の
冬
も
収
ま
る
気
配
が

な
く
、
暖
房
を
使
う
経
営
の
方
々
に

は
厳
し
い
冬
に
な
り
そ
う
で
す
。 

 

良
品
質
・
安
定
収
量
を
得
る
た
め

に
も
適
正
な
温
度
管
理
は
必
要
で
す
。

ハ
ウ
ス
の
点
検
・
暖
房
機
械
の
整
備

を
行
っ
て
、
で
き
る
だ
け
油
代
を
抑

え
る
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。 

暖
房
機
の
点
検 

 

暖
房
機
は
定
期
的
に
点
検
・
整
備

を
行
い
、
ト
ラ
ブ
ル
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
無
駄
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。 

① 

シ
ー
ズ
ン
前
に
は
燃
焼
室
内
の

掃
除
を
行
い
、
燃
焼
カ
ス
（
す

す
等
）
の
除
去
を
行
う
。 

＊
シ
ー
ズ
ン
終
了
時
に
行
う
ほ

う
が
良
い
の
で
忘
れ
ず
に
！ 

② 

バ
ー
ナ
ー
ノ
ズ
ル
の
清
掃
と
定

期
的
な
交
換
を
行
う
。（
磨
耗
し

た
ノ
ズ
ル
は
ト
ラ
ブ
ル
の
元
） 

③ 

適
正
な
空
気
量
が
供
給
さ
れ
る

よ
う
に
、
エ
ア
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

調
整
す
る
。
昼
間
に
暖
房
機
を

運
転
し
、
煙
突
か
ら
の
煙
が
無

色
に
な
る
の
を
確
認
す
る
。 

 

白
煙 

→ 

開
け
す
ぎ 

 

黒
煙 

→ 

閉
め
す
ぎ 

熱
の
放
出
を
抑
え
る
た
め
の
対
策 

 

内
張
り
カ
ー
テ
ン
・
２
重
カ
ー
テ

ン
も
設
置
方
法
に
よ
っ
て
は
効
果
が

下
が
っ
て
し
ま
う
の
で
注
意
し
て
設

置
し
ま
し
ょ
う
。 

① 

内
張
り
カ
ー
テ
ン
は
合
わ
せ
目

な
ど
に
す
き
ま
が
な
い
よ
う
に

設
置
す
る
。（
下
図
参
照
） 

② 

側
面
カ
ー
テ
ン
の
裾
部
分
は
、

冷
気
が
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
に

重
し
を
し
て
床
面
に
固
定
す
る
。

ま
た
、
側
面
に
更
に
１
層
の
資

材
を
張
る
こ
と
も
有
効
。 

③ 

暴
風
垣
・
防
風
ネ
ッ
ト
を
施
設

の
北
側
や
西
側
に
設
置
し
、
風

に
よ
る
被
覆
面
か
ら
の
熱
の
放

出
を
抑
え
る
。 

施
設
園
芸
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策 

 
～
施
設
・
機
械
の
点
検
を
し
て
冬
に
備
え
ま
し
ょ
う
！
～ 

 

暖
房
効
率
向
上
の
た
め
の
対
策 

 

温
度
計
を
暖
房
機
付
近
・
ハ
ウ
ス

中
部
・
暖
房
機
か
ら
一
番
離
れ
た
場

所
の
３
箇
所
に
設
置
し
、
施
設
内
の

温
度
ム
ラ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
対
策
を

行
い
ま
し
ょ
う
。 

① 

送
風
ダ
ク
ト
の
点
検
を
行
う
。

特
に
、
取
り
付
け
部
の
破
れ
は

暖
房
効
率
を
大
き
く
低
下
さ
せ

る
の
で
注
意
す
る
。
温
度
ム
ラ

が
大
き
い
場
合
は
ダ
ク
ト
の
配

置
も
見
直
す
。 

② 

循
環
扇
を
利
用
し
て
、
施
設
内

の
温
度
分
布
を
均
一
に
す
る
。 

＊
設
置
コ
ス
ト
が
か
か
る
が
、

湿
度
対
策
に
も
効
果
あ
り
！ 

     

                         



農
家
の
若
い
女
性
を
対
象
に 

「
ア
グ
リ
講
座
」
を
開
催 

「
農
業
の
基
礎
的
な
こ
と
を
勉
強

し
た
い
」「
同
年
代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
し
た
い
」
方
、
是
非
御
参
加
下
さ

い
！ 

■
講
座
の
対
象 

 

八
街
市
及
び
富
里
市
の
農
家
の
女

性
で
４
０
才
代
半
ば
ま
で
の
方
。 

■
共 

催 

八
街
市
・
Ｊ
Ａ
い
ん
ば
・
八
街
市

農
業
研
究
会
・
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
や
ち

ま
た
、
富
里
市
・
Ｊ
Ａ
富
里
市
・
富

里
市
農
業
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

委
員
会 

■
会 

場 

八
街
市
会
場
（
八
街
市
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
他
） 

 

富
里
市
会
場
（
Ｊ
Ａ
富
里
市
他
） 

■
日
時
・
内
容 

八
街
市
会
場
は
、
１
２
月
１
１
日

か
ら
全
３
回
行
い
ま
す
。 

富
里
市
会
場
で
は
、
初
回
１
０
月

１
６
日
か
ら
全
４
回
で
す
が
、
途
中

か
ら
の
参
加
も
可
能
で
す
。 

内
容
は
、
農
薬
や
土
づ
く
り
の
基

礎
知
識
や
現
地
視
察
等
予
定
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
、
農
林
振
興
セ
ン
タ

ー
又
は
富
里
市
産
業
経
済
課
・
八
街

市
農
政
課
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 

千
葉
県
農
山
漁
村
い
き
い
き
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
認
証
さ
れ
ま
し
た
！ 

 

農
山
漁
村
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
推
進
す
る
た
め
に
、
今
年
度
よ
り

印
旛
地
域
か
ら
２
名
の
方
が
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
認
証
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

     
 

    

女
性
の
参
画
活
動
を
ど
う
す
す
め

た
ら
よ
い
か
、
お
二
人
の
経
験
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

菊間節子さん 

(佐倉市) 

「
成
田
栗
」
の
出
荷
始
ま
る 

 

四
七
年
の
歴
史
を
誇
る
成
田
市
栗

生
産
組
合
（
組
合
員
一
〇
九
名
）
で

栗
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

今
年
は
豊
作
、
こ
の
ペ
ー
ス
だ
と

目
標
を
上
回
る
五
〇
ト
ン
以
上
の
生

産
が
見
込
ま
れ
、
し
か
も
猛
暑
の
た

め
甘
味
も
期
待
で
き
そ
う
で
す
。 

市
内
六
ヶ
所
の
集
荷
場
か
ら
九
時

前
に
Ｊ
Ａ
成
田
市
集
配
加
工
セ
ン
タ

ー
に
集
め
ら
れ
、
最
盛
期
に
は
夕
方

ま
で
、
選
果
作
業
が
続
き
ま
す
。 

「
成
田
栗
」
と
し
て
、
毎
年
、
都

内
、
横
浜
方
面
に
出
荷
さ
れ
、
好
評

を
博
し
て
い
ま
す
。 

 

千
葉
県
農
業
大
学
校
か
ら
お
知

ら
せ 

■
平
成20

年
度
学
生
募
集 

農
業
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目

指
す
、
学
生
を
募
集
し
ま
す
。 

選
考
期
日 

Ａ
日
程 

20

年

１
月24
日 
Ｂ
日
程20

年
３

月
４
日 

■
農
業
研
修
生
の
募
集 

武藤栄子さん 

(白井市) 

選果（不良果除去）作業

農
業
塾 

農
業
に
関
心
の
あ
る
定

年
退
職
者
・
転
職
者
等
が
対
象
。 

研
修
期
間 

３
日
間
。 

就
農
準
備
講
座 

土
曜
又
は
日
曜

を
利
用
し
て
基
礎
的
な
農
業
知
識
の

習
得
と
農
作
業
等
を
体
験
し
ま
す
。 

農
業
者
養
成
研
修 

県
内
で
の
新

規
就
農
者
を
対
象
に
講
義
・
実
習
・

先
進
農
家
の
体
験
が
出
来
ま
す
。 

研
修
期
間 

３
ヶ
月
・
６
ヶ
月
、
１
年 

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ー
ム 

県
の
施
設
を
有
料
で
借
り
受
け
て
実

践
的
な
生
産
・
販
売
を
行
い
ま
す
。

研
修
期
間 

１
年
間
。 

 

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

千
葉
県
農
業
大
学
校
東
金
市
家
之
子

1059
 

 TEL0475-52-5140  
http://w

w
w.pref.chiba.jp/noudai/

http://www.pref.chiba.jp/noudai/

